




























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
濡れた表面からの水の蒸発プロセスと対流熱伝達の相似性はルイス則などで表される。フ
ィックの法則は濃度勾配に基づく定常分子拡散を表す法則であるため誤りである。

●問題Ⅲ-2
正解は②
加法混色の三原色は赤・緑・青（RGB）である。青緑（シアン）、赤紫（マゼンタ）、黄
（イエロー）は色材などを混ぜ合わせる減法混色の三原色である。

●問題Ⅲ-3
正解は③
トレーサーガス法は、隙間や開口部が多く空気の流出入が特定しにくい建物内の自然換気
量を実測する際に極めて有効な手法である。用いることができないとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-4
正解は④
非暖房室にのみ排気ファンを設置すると、暖房室の高湿な空気が非暖房室に引き込まれて
低温な壁面でかえって結露を悪化させるため不適切である。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
直射日光の色温度（約5,000K）に比べ、青空光や雲による散乱光を含む曇天光の色温度（
約6,500〜7,000K）の方が高くなる。低いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は②
室容積75m3、表面積110m2（壁60m2、床天井50m2）。壁の吸音率を0.25に変更すると室全
体の等価吸音面積は11から20へ増加し、セイビンの式より残響時間は約0.6秒となる。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
比エンタルピーは加熱前が約17.1kJ/kg、加熱後が約71.9kJ/kgとなる。差は約54.9kJ/kg
であり、乾き空気1,000kgを乗じると約55MJの熱量となる。

●問題Ⅲ-8
正解は②
大便器の洗浄弁（フラッシュバルブ）が正常に作動するために必要な最低給水圧力は
0.07MPa（ゲージ圧）程度である。0.7MPaとする記述は過大で誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
冷房時におけるヒートポンプの成績係数（COP）は、圧縮仕事に対する「蒸発器での吸熱
量（冷房能力）」の比である。凝縮熱量とする記述は暖房時COPであり誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は②
冷水用と温水用の配管をそれぞれ独立して設け、年間を通じて随時冷暖房を選択できる方
式は4管式である。2管式は共通の配管を用いるため季節切替えを要する。

●問題Ⅲ-11
正解は②
パン形吹出口は天井面に設置され、円形板に気流を衝突させて水平全周に吹き出す吹出口
である。風向を可変できる首振りノズル形とする記述は不適切である。



●問題Ⅲ-12
正解は①
地階の天井に設置した散水ヘッドに送水するのは「連結散水設備」である。連結送水管は
消防隊が高層階等へ消火用水を送水するための放水口付き配管設備である。

●問題Ⅲ-13
正解は④
在郷軍人大会での集団肺炎の原因となったのは、冷却塔などで繁殖した細菌である「レジ
オネラ属菌」である。カビの一種であるクラドスポリウムとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は③
送風機全圧は吹出し側全圧と吸込み側全圧の差として定義される。吹出し側の全圧は大気
圧＋(c＋d)、吸込み側の全圧は大気圧−bであるため、両者の差はb＋c＋dとなる。

●問題Ⅲ-15
正解は③
人間の健常な耳が感知できる音の周波数範囲（可聴周波数範囲）は、個人差はあるものの
一般におよそ20Hzから20,000Hz（20kHz）程度である。

●問題Ⅲ-16
正解は④
熱中症は高温多湿な環境下での熱負荷や脱水により体温調節機能が破綻して生じる障害で
あり、紫外線による光化学的・生体的作用（日焼けや殺菌等）ではない。

●問題Ⅲ-17
正解は①
直列開口の合成有効面積は4/√2≒2.83m2である。内外圧差係数差1.2および風速2m/sを用
いて計算すると、風力換気量Q＝2.83×2×√1.2≒6.2m3/sとなる。

●問題Ⅲ-18
正解は①
不連続点塩素処理法は、水中のアンモニア性窒素を塩素と反応させて窒素ガスへ酸化分解
する脱窒素技術であり、リンを除去するための技術ではない。

●問題Ⅲ-19
正解は②
JISのBOD測定法では、5日間の培養による溶存酸素消費率が40〜70%程度になるよう希釈倍
率を調整する。消費率を40%未満に抑えるとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-20
正解は④
BOD流入量は日量24kgである。有効容量80m3で除したBOD容積負荷は0.3kg/(m3・日)とな
り、水理学的滞留時間は80÷(120/24)＝16時間となる。

●問題Ⅲ-21
正解は③
精密ろ過膜（MF膜）は孔径がおよそ0.1〜数μmであり、汚泥フロックや浮遊物質（SS）、
細菌などの粒子状物質を確実に捕捉・分離することができる。

●問題Ⅲ-22
正解は①
アンモニアが亜硝酸や硝酸に酸化される硝化反応では、水素イオンが生成されてアルカリ
度が消費されpHが低下する。アルカリ度が上昇するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は⑤
塩素消毒で生成する遊離残留塩素のうち、分子状の次亜塩素酸（HOCl）は電荷を持たず細



胞膜を透過しやすいため、次亜塩素酸イオンやクロラミンに比べ最も殺菌力が高い。

●問題Ⅲ-24
正解は④
循環型社会形成推進基本法第2条第3項において、「循環資源」とは廃棄物等（廃棄物及び
使用を終了した物品等）のうち有用なものをいう、と明確に定義されている。

●問題Ⅲ-25
正解は①
制定年は廃棄物処理法が1970年、容器包装法が1995年、循環型基本法が2000年、自動車リ
サイクル法が2002年、小型家電法が2012年であり①の順となる。

●問題Ⅲ-26
正解は③
平成25年度における1人1日当たりの一般廃棄物排出量は約960gであり、平成24年度におけ
る全国の産業廃棄物総排出量は年間約3.8億トンである。

●問題Ⅲ-27
正解は④
廃棄物処理法第6条に基づく一般廃棄物処理計画の法定記載事項に、個別リサイクル法で
ある家電リサイクル法に基づく具体的な収集運搬・処理方法は明示されていない。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
ごみを種類ごとに区分して収集する「分別収集」と一括収集する「混合収集」がある。容
器包装リサイクル法ではガラスびんやペットボトル等の分別収集が義務付けられている。

●問題Ⅲ-29
正解は③
高速堆肥化施設は、好気性微生物の活動を活発にするため通気や機械攪拌を行い好気性雰
囲気で分解を促進する施設である。嫌気性雰囲気にさらすとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は①
リサイクルはマテリアル、ケミカル、サーマルに大別される。マテリアルは製品の原材料
・素材として再利用する。平成24年度のペットボトル回収率は90.4%である。

●問題Ⅲ-31
正解は④
サーマルNOxは燃焼空気中の窒素と酸素が高温（概ね1,300℃以上）下で反応して生成す
る。750℃以下になると生成するとする記述は事実と正反対で誤りである。

●問題Ⅲ-32
正解は②
ごみ中の硫黄分は燃焼によってほぼ全量が二酸化硫黄等の硫黄酸化物（SOx）に変換され
るため、硫黄含有量から理論的なSOx発生量を化学量論的に計算できる。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤
集排水管やガス抜き管から外気を自然対流により内部へ導入して好気性分解を促す方式は
「準好気性埋立」である。嫌気性埋立は空気を遮断した状態の埋立構造である。

●問題Ⅲ-34
正解は②
安定型最終処分場においても、異物混入等の事故による環境汚染を監視するため、浸透水
や処分場の上流・下流における地下水の定期的な水質分析が義務付けられている。

●問題Ⅲ-35



正解は③
埋立地内に浸出水を過剰に内部貯留させると、水圧増加により遮水工の破損や法面崩壊等
の危険を招くため望ましくない。適切な容量の浸出水調整池を確保することが基本であ
る。


